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１

◇
今
後
の
主
要
（
関
連
）
行
事
予
定
◇

６
月
10
日
（
水
）
正
副
会
長
・
部
長
会
議

６
月
23
日
（
火
）
第
３
４
２
回
理
事
会
（
書
面
）

７
月
８
日
（
水
）
第
60
回
通
常
総
会

　
　
　
　
　
　
　

（
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　

会
員
代
表
者
の
み
参
加
）

２０２０年（令和２年）６月５日（金曜日）全 管 連 ニ ュ ー ス（第三種郵便物認可）第７４５号（　）

　

給
水
装
置
工
事
技
術
指
針

２
０
２
０
（
給
水
技
術
振
興

財
団
発
行
）
に
よ
る
と
、
十

九
世
紀
中
葉
、
テ
ム
ズ
川
の

水
を
濾
過
し
て
使
用
し
て
い

る
地
域
が
コ
レ
ラ
の
発
症
が

少
な
い
こ
と
を
英
国
人
医
師

が
統
計
学
的
に
証
明
。
汚
染

源
の
井
戸
の
使
用
を
禁
じ
る

こ
と
で
流
行
を
阻
止
し
た
。

そ
の
後
、
コ
レ
ラ
等
の
感
染

症
の
原
因
と
な
る
病
原
細
菌

が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
◆
英

国
な
ど
欧
州
に
普
及
し
て
い

た
緩
速
濾
過
法
に
よ
る
浄
水

処
理
は
細
菌
の
除
去
に
有
効

で
、
特
に
コ
レ
ラ
の
流
行
時

に
効
果
が
高
い
こ
と
が
明
ら

か
に
な
り
、
水
道
の
衛
生
施

設
と
し
て
評
価
が
定
着
し

た
。
日
本
で
は
開
国
に
よ
り

東
南
ア
ジ
ア
か
ら
コ
レ
ラ
菌

が
入
り
込
み
、
明
治
元
年
か

ら
二
十
年
間
に
コ
レ
ラ
の
発

生
患
者
数
は
全
国
で
四
十
一

万
人
、
そ
の
半
数
以
上
が
亡

く
な
っ
た
。
◆
上
下
水
道
の

普
及
に
よ
る
公
衆
衛
生
の
向

上
や
生
活
環
境
の
改
善
に
よ

り
、
水
系
感
染
症
は
抑
え
ら

れ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
で
猛

威
を
ふ
る
う
。
欧
米
に
比
べ

て
日
本
で
は
感
染
爆
発
や
医

療
崩
壊
を
免
れ
て
い
る
。
関

係
者
へ
の
感
謝
と
多
く
の
方

が
免
疫
を
獲
得
す
る
ま
で
活

躍
を
お
願
い
し
ま
す
。

全管連

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
考
慮

第
60
回
通
常
総
会
（
７
月
）
は
規
模
縮
小
で
実
施
へ

都
新
宿
区
）
で
予
定
し
て
い

た
全
国
大
会
の
中
止
を
決
定

し
た
。
全
国
大
会
の
中
止
は

本
会
史
上
初
と
な
る
。
七
月

に
予
定
し
て
い
る
第
六
十
回

通
常
総
会
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
を
鑑

　

全
管
連
は
四
月
二
十
七

日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
の

取
組
が
長
期
化
す
る
事
態
を

受
け
て
、
本
会
で
は
創
立
六

十
周
年
記
念
と
し
て
十
月
に

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
（
東
京

令
和
２
年
春
の
叙
勲
・
国
家
褒
章　
　
　
　
　
　
　

２
面

配
管
技
能
者
の
能
力
評
価
基
準　
　
　
　
　
　
　
　

３
面

給
水
装
置
工
事
主
任
技
術
者
試
験
対
策
図
書
を
発
刊
３
面

指
定
工
事
店
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー
の
活
用
を　

４
面

全
国
大
会
初
の
中
止
を
決
定

み
、
出
席
者
は
原
則
と
し
て

議
決
権
を
持
つ
会
員
代
表
者

に
限
り
、
規
模
を
縮
小
し
て

開
催
す
る
予
定
。
本
会
の
藤

川
幸
造
会
長
は
現
下
の
状
況

を
踏
ま
え
、
会
員
向
け
に
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
た
。

技
術
検
定
（
管
工
事
・
土
木
）
の

一
部
中
止
及
び
延
期
に
つ
い
て

令和２年度
　

国
土
交
通
省
は
四
月
二
十

八
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
状
況
を
踏
ま

え
、
令
和
二
年
度
試
験
に
お

い
て
、
一
級
技
術
検
定
の
実

施
を
一
部
延
期
、
二
級
技
術

検
定
（
前
期
）
の
実
施
を
一

部
中
止
又
は
一
部
延
期
す
る

こ
と
を
決
定
し
た
。
延
期
後

の
実
施
時
期
等
に
つ
い
て

は
、
試
験
実
施
機
関
の
（
一

財
）
全
国
建
設
研
修
セ
ン
タ

ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
お

い
て
公
表
す
る
予
定
。
http://w

w
w
.jctc.jp/

　

ま
た
各
技
術
検
定
試
験

（
管
・
土
木
）
の
概
要
は
以

下
の
と
お
り
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
令
和
二
年
四
月
二
十
八

日
現
在
の
も
の
で
あ
り
、
今

後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
状
況
に
よ
っ
て

は
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
変
更

と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

 

１
、
管
工
事

（
１
）
一
級
管
工
事
施
工
管

理
技
術
検
定
試
験

①
（
学
科
・
変
更
無
）
令
和

二
年
九
月
十
三
日
（
日
）

②
（
実
地
・
変
更
無
）
令
和

二
年
十
二
月
六
日
（
日
）。

（
２
）
二
級
管
工
事
施
工
管

理
技
術
検
定
試
験

①
（
一
回
目
学
科
・
中
止
）

令
和
二
年
六
月
七
日
（
日
）

②
（
二
回
目
学
科
・
変
更
無
）

令
和
二
年
十
一
月
十
五
日

（
日
）。

２
、
土
木

（
１
）
一
級
土
木
施
工
管
理

技
術
検
定
試
験

①
（
学
科
・
十
月
以
降
に
延

期
）
令
和
二
年
七
月
五
日

（
日
）

②
（
実
地
・
十
二
月
以
降
に

実
施
）
令
和
二
年
十
月
四
日

（
日
）。

（
２
）
二
級
土
木
施
工
管
理

技
術
検
定
試
験

①
（
一
回
目
学
科
・
中
止
）

令
和
二
年
六
月
七
日
（
日
）

②
（
二
回
目
学
科
・
変
更
無
）

令
和
二
年
十
月
二
十
五
日

（
日
）。

国交省

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
で
お
亡
く
な
り
に
な
っ

た
方
々
に
心
よ
り
お
悔
や
み

を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
罹
患
さ
れ
た
皆
様
に
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ

き
、
令
和
二
年
四
月
七
日
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ

れ
、
同
十
六
日
に
は
緊
急
事

態
措
置
を
実
施
す
べ
き
区
域

が
全
都
道
府
県
と
な
り
、
不

要
不
急
の
外
出
自
粛
、「
密

閉
・
密
集
・
密
接
」
の
い
わ

ゆ
る
「
３
密
」
を
回
避
し
た

暮
ら
し
方
に
舵
を
切
り
、
私

た
ち
の
暮
ら
し
は
一
変
し
ま

し
た
。
緊
急
事
態
宣
言
は
五

月
二
十
五
日
に
首
都
圏
や
北

海
道
で
解
除
さ
れ
ま
し
た

が
、
未
だ
に
感
染
者
の
拡
大

は
や
ま
ず
、
全
国
的
に
感
染

拡
大
防
止
の
対
策
を
と
り
な

が
ら
段
階
的
に
経
済
活
動
が

再
開
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
現
在
も
、

国
内
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
者
数
が
一

万
人
を
大
き
く
超
え
、
感
染

拡
大
の
収
束
に
は
相
当
な
期

間
が
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

本
会
と
し
ま
し
て
は
、
関

係
省
庁
の
発
表
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
従
い
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
を

講
じ
た
上
で
の
開
催
を
含

め
、
大
会
の
開
催
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
感
染
拡
大
防
止
の
取

組
が
長
期
化
す
る
事
態
を
受

け
て
、
本
会
創
立
六
十
周
年

記
念
と
し
て
十
月
に
予
定
し

て
お
り
ま
し
た
全
国
大
会
の

中
止
や
七
月
に
予
定
し
て
い

た
通
常
総
会
の
規
模
縮
小
開

催
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
の
大
勢
の
移
動

や
宿
泊
等
に
よ
る
感
染
リ
ス

ク
は
大
き
く
、
参
加
さ
れ
る

方
々
の
安
全
・
安
心
を
確
保

す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、

予
定
し
て
い
た
形
式
で
の
実

施
は
難
し
い
と
判
断
し
ま
し

会

　長

全
国
管
工
事
業
協
同
組
合
連
合
会

藤
川
幸
造

皆
様
の
安
全
・
安
心
を
最
優
先
に

｜

　会
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

　｜

た
。

　

こ
れ
ま
で
、
東
京
都
管
工

事
業
協
同
組
合
連
合
会
の
宮

崎
文
雄
会
長
は
じ
め
東
京
ブ

ロ
ッ
ク
及
び
関
係
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
全
国
大

会
の
実
施
に
向
け
多
大
な
ご

尽
力
を
頂
い
て
い
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
全
国
大
会
の
中
止

は
本
会
史
上
初
と
な
る
異
例

の
事
態
で
す
。

　

辛
い
決
断
で
す
が
、安
全
・

安
心
を
最
優
先
に
考
え
ま
し

た
。
会
員
の
皆
様
に
は
、
ど

う
か
趣
旨
を
ご
理
解
頂
く
と

と
も
に
、
工
事
な
ど
で
の
感

染
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ

い
。

　

こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
対
し
、
自
分
を
守
る
、

他
人
を
守
る
対
策
を
引
き
続

き
と
っ
て
頂
き
、会
員
連
携
、

団
結
し
て
こ
の
難
局
を
乗
り

切
り
ま
し
ょ
う
。

　

お
互
い
に
元
気
な
姿
で
会

え
る
日
を
取
り
戻
す
た
め

に
、
皆
様
と
と
も
に
力
を
尽

く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
ま
す
ま
す
の
ご
支

援
・
ご
協
力
を
賜
り
た
く
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

１

◇
今
後
の
主
要
（
関
連
）
行
事
予
定
◇

８
月
１
日
（
土
）
全
管
連
青
年
部
協
議
会
通
常
総
会（
青
森
）

８
月
20
日
（
木
）
第
３
２
３
回
理
事
会

８
月
26
日
（
水
）
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
富
山
）

９
月
16
日
（
水
）
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
高
知
）

10
月
１
日
（
木
）
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
岐
阜
）

年間購読料：2,500円
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通
常
総
会
・
全
国
大
会
・
懇
親
会

　
　
　
　
　３
～
６
面

水
道
整
備
促
進
全
国
決
起
集
会

　
　
　
　
　
　
　
　２
面

平
成
二
十
七
年
度
登
録
配
管
基
幹
技
能
者
講
習

　
　５
面

平
成
二
十
七
年
国
土
交
通
大
臣
表
彰

　
　
　
　
　
　６
面

　　　　　

　　
第55回通常総会　平成2７年度全国大会

―  平成2７年７月８日・宇都宮市　―

４
議
案
を
原
案
ど
お
り
議
決

国
交
省
土
地
・
建
設
産
業
局

　建
設
市
場
整
備
課
企
画
専
門
官

厚
労
省
健
康
局
水
道
課
長

　
　
　
　

福
田
栃
木
県
知
事

佐
藤
宇
都
宮
市
長

　

川
崎
水
道
議
連
会
長

　ご
臨
席

国
土
交
通
省
の

仲
嶋
企
画
専
門
官

厚
生
労
働
省
の

宮
崎
水
道
課
長

挨拶を行う大澤会長

　本
会
の
第
五
十
五
回
通
常

総
会
・
平
成
二
十
七
年
度
全

国
大
会
が
七
月
八
日
に
栃
木

県
宇
都
宮
市
の
ホ
テ
ル
東
日

本
宇
都
宮
に
お
い
て
、
国
土

交
通
省
土
地
・
建
設
産
業
局

建
設
市
場
整
備
課
の
仲
嶋
幹

雄
企
画
専
門
官
、
厚
生
労
働

会
長
に
大
澤
規
郎
氏
を
再
任自民党水道議連

水
道
議
連
会
長
の
川
崎
二
郎

衆
議
院
議
員
・
日
本
水
道
協

会
の
尾
﨑
勝
理
事
長
か
ら
来

賓
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　大
会
議
事
で
は
、
三
つ
の

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
採
択
さ

れ
た
。

　大
会
終
了
後
、
地
元
主
催

に
よ
る
懇
親
会
で
は
、
宇
都

宮
名
物
で
あ
る
ジ
ャ
ズ
の
生

演
奏
を
楽
し
み
な
が
ら
の
会

食
が
行
わ
れ
た
。

　翌
九
日
の
ゴ
ル
フ
大
会
、

一
泊
二
日
の
川
治
温
泉
の
記

念
旅
行
に
も
多
数
の
参
加
者

を
数
え
る
な
ど
、
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
で
の
総
会
・
大
会
及

び
関
連
行
事
は
、
全
て
の
行

事
を
滞
り
な
く
終
了
し
た
。

　本
総
会
・
大
会
等
の
開
催

に
当
た
っ
て
は
、
栃
木
県
管

工
事
業
協
同
組
合
連
合
会
の

黒
澤
会
長
を
は
じ
め
地
元
役

職
員
の
皆
様
並
び
に
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
の
関
係
各
位
に
ご
尽

力
を
頂
い
た
。（
詳
細
は
三

面
か
ら
六
面
に
掲
載
）

省
の
宮
崎
正
信
水
道
課
長
、

福
田
富
一
栃
木
県
知
事
、
佐

藤
栄
一
宇
都
宮
市
長
を
は
じ

め
多
数
の
来
賓
の
方
々
の
臨

席
の
も
と
、
全
国
の
本
会
会

員
団
体
及
び
賛
助
会
員
等
、

約
七
百
名
の
参
加
を
も
っ
て

執
り
行
わ
れ
た
。

　総
会
に
お
い
て
は
、
四
つ

の
議
案
が
原
案
通
り
議
決
さ

れ
、
第
四
号
議
案
の
役
員
選

挙
の
件
で
は
第
二
十
九
期
の

理
事
九
十
五
名
、
監
事
六
名

が
選
任
さ
れ
た
。

　新
役
員
に
よ
る
第
三
百
二

十
二
回
理
事
会
に
お
い
て
、

埼
玉
県
管
工
事
業
協
同
組
合

連
合
会
会
長
の
大
澤
規
郎
氏

が
会
長
に
再
任
さ
れ
た
。

　全
国
大
会
に
お
い
て
は
、

開
催
地
代
表
挨
拶
と
し
て
、

栃
木
県
管
工
事
業
協
同
組
合

連
合
会
の
黒
澤
敏
男
会
長
の

歓
迎
の
挨
拶
、功
労
者
表
彰
、

国
土
交
通
大
臣
・
厚
生
労
働

省
健
康
局
長
・
福
田
栃
木
県

知
事
・
佐
藤
宇
都
宮
市
長
・

水
道
整
備
促
進
全
国
決
起
集
会

水
道
関
係
者
四
百
名
が
出
席

決
議
案
を
採
択
、
厚
労
副
大
臣
へ
手
渡
す

　自
民
党
の

水
道
事
業
促

進
議
員
連
盟

（
川
崎
二
郎

会
長
）
が
主

催
す
る
「
水

道
整
備
促
進

全
国
決
起
集

平成27年度全国大会　スローガン決議
一、�実効的な災害ネットワークの構築で大規模災害に備えよう
一、�改正品確法で次世代の担い手を育成・確保しよう
一、水道の安心・安全の実現に向けて指定店制度の改善を目指そう

会
」
が
七
月
十
五
日
に
東

京
・
永
田
町
の
衆
議
院
第
一

議
員
会
館
で
開
催
さ
れ
、
平

成
二
十
八
年
度
水
道
事
業
予

算
等
に
関
す
る
決
議
を
採
択

し
た
。

　水
道
予
算
の
確
保
に
向
け

た
水
道
議
連
に
よ
る
初
め
て

の
決
起
集
会
は
、
日
本
水
道

協
会
、
日
本
簡
易
水
道
協
議

会
、
全
管
連
、
日
本
水
道
工

業
団
体
連
合
会
と
の
共
催

で
、
水
道
議
連
所
属
の
国
会

議
員
の
先
生
方
を
は
じ
め
、

四
百
名
が
出
席
し
た
。

　冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し

て
川
崎
会
長
が
挨
拶
。「
平

成
十
一
年
以
降
、
三
千
億
円

近
く
あ
っ
た
水
道
予
算
が
毎

年
減
り
続
け
て
、
今
年
は

三
百
億
円
余
、
来
年
も
厳
し

永岡厚労副大臣に決議
文を手渡す川崎会長

い
状
況
。
財
政
状
況
を
理
由

に
施
設
の
更
新
・
耐
震
化
を

先
送
り
す
る
こ
と
は
、
国
や

地
方
の
将
来
を
損
な
う
こ

と
と
な
る
。
水
道
議
連
の

百
六
十
七
名
の
同
志
に
は
そ

の
こ
と
を
共
鳴
い
た
だ
い
て

い
る
。
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ

せ
て
、
こ
う
し
た
現
状
を
訴

え
、
十
二
月
の
予
算
編
成
ま

で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。」

と
水
道
界
一
体
と
な
っ
た
連

携
を
呼
び
か
け
た
。

　ま
た
、
厚
生
労
働
省
健
康

局
の
宮
崎
正
信
水
道
課
長
が

水
道
予
算
の
状
況
を
説
明
。

「
二
十
七
年
度
は
議
連
の
先

生
方
の
お
力
添
え
に
よ
り
当

初
予
算
が
五
十
億
円
増
え
た

が
、
十
分
と
は
言
え
な
い
。

来
年
度
は
大
幅
な
予
算
確
保

を
お
願
い
し
た
い
。」
と
訴

え
た
。

　決
議
文
は
、
集
会
に
出
席

し
た
永
岡
桂
子
厚
生
労
働
副

大
臣
に
川
崎
会
長
が
手
渡
し

た
。
最
後
は
集
会
の
成
果
を

期
し
、
田
村
憲
久
前
厚
生
労

働
大
臣
の
「
頑
張
ろ
う
」
コ

ー
ル
で
締
め
、
決
起
集
会
は

終
了
し
た
。

　な
お
、
十
七
日
に
川
崎
会

長
及
び
盛
山
正
仁
幹
事
長
が

塩
崎
恭
久
厚
労
大
臣
、
財
務

省
主
計
局
、
自
民
党
・
稲
田

政
調
会
長
に
本
決
議
に
係
る

要
請
活
動
を
行
っ
た
。（
詳

細
は
二
面
参
照
）

改正品確法で次世代の担い手育成を推進
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春 の 叙 勲

加藤大二氏

　

令
和
二
年
春
の
叙
勲
受
章

者
が
四
月
二
十
九
日
付
で
発

表
さ
れ
、
本
会
関
係
で
は
、

六
名
が
受
章
さ
れ
た
。　

　

国
土
交
通
省
関
係
の
伝
達

旭
日
双
光
章

串
田

　紀
之
氏

旭
日
双
光
章

加
藤

　大
二
氏

て
挙
行
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
中
止

と
な
っ
た
。

　

受
章
さ
れ
た
本
会
関
係
者

の
方
々
の
略
歴
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
加
藤
氏
は
環
境

省
関
係
で
受
章
）

○
旭
日
双
光
章

　串
田

　紀
之
氏

　

会
社
住
所
・
群
馬
県
高
崎

市
、
協
同
組
合
群
馬
県
機
械

設
備
工
業
会
理
事
長
、
群
馬

県
水
道
工
事
業
組
合
連
合
会

理
事
、
ク
シ
ダ
工
業
（
株
）

代
表
取
締
役
会
長
。

　

加
藤

　大
二
氏　

　

会
社
住
所
・
新
潟
県
新
潟

瑞
宝
単
光
章

伊
藤

　
　洋
氏

春 の 褒 章

小
向

　俊
和
氏

黄
綬
褒
章

　

令
和
二
年
春
の
国
家
褒
章

受
章
者
が
四
月
二
十
九
日
付

で
発
表
さ
れ
、
本
会
関
係
で

は
、
本
会
理
事
・
和
歌
山
県

連
会
長
の
小
向
俊
和
氏
が
、

管
工
事
業
の
業
務
精
励
の
功

に
お
い
て
挙
行
さ
れ
る
予
定

だ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
中
止
と
な
っ
た
。

　

受
章
さ
れ
た
小
向
氏
の
略

歴
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
黄
綬
褒
章

　小
向

　俊
和
氏

　

会
社
住
所
・
和
歌
山
県
和

歌
山
市
、
全
国
管
工
事
業
協

同
組
合
連
合
会
理
事
、
和
歌

山
県
管
工
事
業
協
同
組
合
連

合
会
会
長
、
和
歌
山
市
管
工

小向俊和氏

経
営
事
項
審
査
の
審
査
基
準

改
正
に
つ
い
て

国交省

　

国
土
交
通
省
は
、
本
年
四

月
一
日
に
経
営
事
項
審
査

（
経
審
）
の
審
査
基
準
を
改

正
し
た
。
今
回
の
経
審
改
正

の
ポ
イ
ン
ト
は
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ

の
レ
ベ
ル
判
定
を
活
用
し
、

優
秀
な
技
能
者
を
雇
用
し
て

い
る
企
業
を
評
価
す
る
も

の
。
具
体
的
に
は
、
技
術
力

（
Ｚ
点
）
の
評
価
対
象
に
Ｃ

Ｃ
Ｕ
Ｓ
で
最
高
評
価
の
レ
ベ

ル
４
と
職
長
ク
ラ
ス
の
レ
ベ

ル
３
の
技
能
者
を
追
加
加
点

す
る
。

　

現
在
、
登
録
基
幹
技
能
者

に
は
三
点
、
一
級
技
能
士
に

は
二
点
が
付
与
さ
れ
て
い
る

が
、
今
回
の
改
正
に
よ
り
、

能
力
評
価
基
準
判
定
表
に
定

め
た
職
長
等
の
就
業
日
数
を

ク
リ
ア
ー
し
、
新
た
に
レ
ベ

ル
４
に
認
定
さ
れ
た
給
水
装

置
工
事
主
任
技
術
者
は
従
来

の
一
点
か
ら
三
点
に
、
レ
ベ

ル
３
に
認
定
さ
れ
た
排
水
設

備
工
事
責
任
技
術
者
、
配
水

管
技
能
者
に
は
二
点
が
付
与

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

改
正
の
概
要
は
、
国
交
省

下
記
ア
ド
レ
ス
を
参
照
く
だ

さ
い
。

https://w
w
w
.m
lit.go.jp/

p
o
lic
y
/
s
h
in
g
ik
a
i/

content/001310003.pdf

瑞
宝
単
光
章

松
村

　利
和
氏

瑞
宝
単
光
章

菅
田

　功
司
氏

串田紀之氏

松村利和氏 伊藤　洋氏

市
、
全
国
管
工
事
業
協
同
組

合
連
合
会
副
会
長
、
新
潟
県

水
道
工
事
業
協
同
組
合
連
合

会
理
事
長
、
新
潟
市
管
工
事

業
協
同
組
合
理
事
、（
株
）

大
二
工
業　

代
表
取
締
役
会

長
。 

○
瑞
宝
単
光
章

　

伊
藤

　洋
氏
（
全
管
連
推

薦
）

　

会
社
住
所
・
愛
媛
県
新
居

浜
市
、（
株
）
大
西
工
務
店

工
事
部
次
長
。

　

松
村

　利
和
氏　

　

会
社
住
所
・
秋
田
県
秋
田

市
、
山
二
施
設
工
業
（
株
）

工
事
部
工
事
長
。

　

菅
田

　功
司
氏

　

会
社
住
所
・
福
島
県
郡
山

市
、Ｎ
Ｄ
Ｋ
グ
ル
ー
プ
（
株
）

石
田
工
業
所
職
長
。

　

隅
田

　増
夫
氏

　

会
社
住
所
・
和
歌
山
県
有

田
市
、
木
下
建
設
（
株
）
職

長
。

式
は
五
月
十
四

日
に
東
京
都
内

ホ
テ
ル
に
お
い

隅田増夫氏 菅田功司氏

瑞
宝
単
光
章

隅
田

　増
夫
氏

績
に
よ
り
黄
綬

褒
章
を
受
章
さ

れ
た
。

　

国
土
交
通
省

関
係
の
伝
達
式

は
五
月
十
九
日

に
国
土
交
通
省

事
業
協
同
組

合
理
事
長
、

（
株
）
小
向

商
会
代
表
取

締
役
社
長
。

　

藤
川
会
長
は
今
回
の
改
正

に
伴
い
、「
我
々
水
道
工
事

業
者
は
、
災
害
時
に
は
全
国

か
ら
被
災
地
に
出
向
き
、
水

道
の
早
期
復
旧
を
担
っ
て
い

る
地
域
の
守
り
手
だ
が
、
必

ず
し
も
社
会
的
認
知
度
、
地

位
、
収
入
は
高
い
も
の
で
は

な
い
。
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
を
積
極
的

に
活
用
し
、
業
界
が
よ
り
認

知
さ
れ
、
働
く
者
た
ち
の
処

遇
改
善
に
繋
げ
て
い
き
た

い
。」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
報

道
各
社
に
発
表
し
た
。

就業日数 保有資格 職長・班長としての就業日数

レベル４ 就業日数が2,150日（10年）以上であること。
●登録配管基幹技能者　　　　●優秀施工者国土交通大臣顕彰
●１級管工事施工管理技士　　●給水装置工事主任技術者
・レベル２、レベル３の基準に示す保有資格

職長としての就業日数が645日（３
年）以上であること。

レベル３ 就業日数が1,505日（７年）以上であること。

●１級配管技能士　　　　　　●２級管工事施工管理技士
●排水設備工事責任技術者　　●配水管技能者
・職長・安全衛生責任者教育
・レベル２の基準に示す保有資格

職長又は班長としての就業日数の
合計が215日（１年）以上であるこ
と。

レベル２ 就業日数が645日（３年）以上であること。

●２級配管技能士　
●高所作業車運転特別教育又は高所作業車運転技能講習
●給水装置工事配管技能者　
●地山の掘削及び土止め支保工作業主任者　　●石綿作業主任者

レベル１ 建設キャリアアップシステムに技能者登録をされ、かつ、レベル２から４までの判定を受けていない技能者
※　●印の保有資格については、 いずれかの保有で可

（別表）配管技能者　能力評価基準判定表
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・
能
力
評
価
制
度
に
関
す
る

こ
と
〇
三
―
五
二
五
三
―
八

二
八
三
（
国
土
交
通
省
）

・
レ
ベ
ル
１
〜
４
の
基
準

（
二
面
参
照
）
に
関
す
る
こ

と
〇
三
―
五
九
八
一
―
八
九

五
七
（
全
管
連
事
務
局
）

・
レ
ベ
ル
判
定
シ
ス
テ
ム
に

関
す
る
こ
と
〇
三
―
六
六
二

五
―
四
四
七
七
（
ヘ
ル
プ
デ

ス
ク
）。

雇
用
調
整
助
成
金
の
手
続
き

簡
素
化
と
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

に
つ
い
て　
　

厚
生
労
働
省

　

厚
生
労
働
省
は
五
月
八
日

よ
り
、
申
請
を
窓
口
か
郵
送

に
限
っ
て
い
た
雇
用
調
整
助

成
金
の
オ
ン
ラ
イ
ン
受
付
を

開
始
し
た
。
事
業
主
の
申
請

手
続
の
負
担
を
軽
減
す
る
と

と
も
に
、
支
給
事
務
の
一
層

の
迅
速
化
を
図
る
。

　

シ
ス
テ
ム
稼
働
期
間
は
五

月
二
十
五
日
（
月
）
十
時
か

ら
七
月
三
日
（
金
）
十
七
時

ま
で
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

https://w
w
w
.kyuukou.

or.jp/

６
、
受
験
願
書
等
の
書
類
の

受
付
期
間
及
び
提
出
先

　

五
月
二
十
五
日
（
月
）
か

ら
七
月
三
日
（
金
）
消
印
有

―
申
込
受
付
５
月
25
日
〜
７
月
３
日
―

給
水
装
置
工
事
主
任
技
術
者

　
　

試
験
の
実
施
に
つ
い
て

令和２年度
　

水
道
法
（
昭
和
三
十
二
年

法
律
第
百
七
十
七
号
）
第
二

十
五
条
の
十
二
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
き
、（
公
財
）
給

水
工
事
技
術
振
興
財
団
は

「
給
水
装
置
工
事
主
任
技
術

者
試
験
」
を
次
の
通
り
実
施

す
る
。

　

試
験
概
要
並
び
に
全
管
連

発
行
の
主
任
技
術
者
試
験
問

題
集
は
下
記
参
照
。

１
、
試
験
期
日

　

令
和
二
年
十
月
二
十
五
日

（
日
）

２
、
試
験
地
区　

北
海
道
、

東
北
、
関
東
、
中
部
、
関
西
、

・
試
験
日

　10
月
25
日
（
日
）

　

全
管
連
は
給
水
装
置
工
事

主
任
技
術
者
試
験
図
書
「
こ

れ
な
ら
わ
か
る
問
題
と
解

説
」
と
「
収
録
版
」
を
発
刊

し
た
。
本
年
四
月
に
全
面
改

訂
さ
れ
た
（
公
財
）
給
水
工

事
技
術
振
興
財
団
の
「
給
水

装
置
工
事
技
術
指
針
２
０
２

０
」
を
参
考
文
献
と
し
て
内

容
を
一
新
し
た
。
お
求
め
は

全
管
連
所
属
の
地
元
組
合
又

は
全
管
連
ま
で
。

　

全
管
連
に
直
接
お
申
込
の

場
合
は
、
最
寄
り
の
郵
便
局

で
現
金
書
留
又
は
郵
便
振
替

（
口
座
番
号
〇
〇
一
一
〇
―

六
―
八
八
六
一
四
）
を
利
用

し
て
前
金
に
て
お
申
込
下
さ

い
。

〇
「
こ
れ
な
ら
わ
か
る
問
題

と
解
説
六
訂
第
一
版
」

　

令
和
元
年
度
ま
で
の
出
題

内
容
を
精
査
し
、「
技
術
指

針
」
を
参
考
文
献
と
し
て
、

内
容
を
充
実
さ
せ
ま
し
た
。

①
体
裁　

Ｂ
五
判
、
三
百
七

十
二
頁
。

②
定
価　

三
千
八
百
五
十
円

（
税
込
）。

③
送
料　

一
冊　

五
百
六
円

（
税
込
）。

中
国
四
国
、
九
州
、
沖
縄
。

３
、
受
験
資
格

　

給
水
装
置
工
事
に
関
し
て

三
年
以
上
の
実
務
の
経
験
を

有
す
る
方
。

４
、
受
験
手
数
料

　

一
万
六
千
八
百
円
。

５
、
受
験
願
書
の
入
手
方
法

　

受
験
申
請
書
類
（
受
験
願

書
、
実
務
従
事
証
明
書
、
一

部
免
除
申
請
書
）
は
、
同
財

団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
受
験
申

込
書
作
成
シ
ス
テ
ム
」
を
使

用
し
、必
要
項
目
を
入
力
後
、

印
刷
し
た
物
を
使
用
す
る
こ

と
。

「
給
水
装
置
工
事
技
術
指
針 

２
０
２
０
」
の
ご
案
内

　
　
　
　
　

給
水
工
事
財
団

（
公
財
）
給
水
工
事
技
術
振

興
財
団
で
は
、
標
記
図
書
を

刊
行
し
て
い
ま
す
。

　

本
書
は
、
平
成
三
十
年
十

二
月
の
水
道
法
改
正
を
契
機

と
し
て
、
旧
版
の
「
改
訂　

給
水
装
置
工
事
技
術
指
針

（
三
刷
）」
の
内
容
を
、
給
水

装
置
工
事
に
か
か
わ
る
法
改

正
の
内
容
と
最
新
の
技
術
情

報
を
反
映
す
る
な
ど
、
全
面

的
に
改
訂
し
た
も
の
で
す
。

詳
細
は
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w
w
.kyuukou.

or.jp/books/kyuukou-

shishin-2020.htm
l

）
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か

ら
給
水
装
置
工
事
を
学
ぼ
う

と
す
る
方
に
は
も
ち
ろ
ん
、

給
水
装
置
工
事
主
任
技
術
者

や
水
道
事
業
に
従
事
す
る
技

術
職
員
等
の
方
々
必
携
の
専

門
技
術
書
で
す
。

「
給
水
装
置
工
事
技
術
指
針 

２
０
２
０
」
の
概
要

①
発
行　
（
公
財
）
給
水
工

事
技
術
振
興
財
団
。

②
体
裁　

Ａ
四
判
。
本
編
と

資
料
編
の
合
冊
構
成
。

③
定
価　

七
千
七
百
円
（
税

込
）。

※
令
和
二
年
度
受
験
者
割
引

価
格　

六
千
六
百
円（
税
込
。

販
売
期
間
限
定
）。

④
送
料　

財
団
負
担
。

⑤
お
申
込　

全
管
連
に
お
い

て
は
標
記
図
書
を
斡
旋
・
頒

布
中
で
す
。
お
求
め
は
、
全

管
連
所
属
の
地
元
組
合
又
は

全
管
連
ま
で
お
申
込
下
さ

い
。

効
ま
で
の
間
に
、（
公
財
）

給
水
工
事
技
術
振
興
財
団　

国
家
試
験
部
国
家
試
験
課

（
〒
一
六
三
―
〇
七
一
二　

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
二
―

七
―
一
小
田
急
第
一
生
命
ビ

ル
十
二
階
）
に
原
則
と
し
て

郵
送
に
て
提
出
す
る
こ
と
。

※
詳
し
く
は「
受
験
の
案
内
」

（
同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

を
参
照
の
こ
と
。

給
水
装
置
工
事
主
任
技
術
者

試
験
対
策
問
題
集
を
発
刊

全管連

〇
平
成
二
十
七
年
度
〜
令
和

元
年
度
給
水
装
置
工
事
主
任

技
術
者
試
験
問
題
収
録
版

　

直
近
五
ヶ
年
（
平
成
二
十

七
年
度
〜
令
和
元
年
度
）
の

試
験
問
題
は
、「
技
術
指
針
」

か
ら
の
出
題
頻
度
が
非
常
に

高
く
、
受
験
さ
れ
る
皆
さ
ん

に
と
っ
て
、
同
書
を
効
率
的

に
活
用
す
る
こ
と
が
合
格
へ

の
近
道
に
な
る
こ
と
か
ら
、

本
書
で
は
、
直
近
五
ヶ
年
の

試
験
問
題
毎
に
技
術
指
針
の

ど
こ
か
ら
出
題
さ
れ
て
い
る

か
を
表
記
し
、
同
書
と
併
用

し
て
学
習
で
き
る
よ
う
編
集

し
ま
し
た
。

①
体
裁　

Ｂ
五
判
、
二
百
十

二
頁
。

②
定
価　

三
千
三
百
円
（
税

込
）。

③
送
料　

一
冊　

四
百
五
十

一
円
（
税
込
）。

・「
こ
れ
な
ら
わ
か
る
」「
収
録
版
」

　技
術
指
針
に
準
拠
し
一
新

配
管
技
能
者
の
能
力
評
価
基
準

・
国
土
交
通
大
臣
よ
り
認
定
を
受
け
る

・
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
と
連
動
、
レ
ベ
ル
判
定

　

シ
ス
テ
ム
が
本
格
稼
働

全管連

　

全
管
連
、
日
空
衛
、
日
管

連
の
三
団
体
が
共
同
で
策
定

し
た
配
管
技
能
者
能
力
評
価

基
準
が
、
三
月
三
十
一
日
、

国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受

け
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
四
段

階
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
カ
ー

ド
が
技
能
者
に
届
く
こ
と
に

な
る
。
発
行
さ
れ
る
カ
ー
ド

は
、
レ
ベ
ル
１
は
ホ
ワ
イ
ト

（
初
級
技
能
者
）、
レ
ベ
ル
２

は
ブ
ル
ー
（
中
堅
技
能
者
）、

レ
ベ
ル
３
は
シ
ル
バ
ー
（
職

長
）、
レ
ベ
ル
４
は
ゴ
ー
ル

ド
（
登
録
基
幹
技
能
者
等
、

高
度
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力

を
有
す
る
者
）
に
色
分
け
さ

れ
る
。
認
定
さ
れ
た
配
管
技

能
者
の
能
力
評
価
基
準
は
別

表
の
と
お
り
。

　

な
お
、
本
評
価
基
準
の
と

り
ま
と
め
に
あ
た
り
、
本
会

の
所
属
会
員
企
業
に
は
水
道

工
事
等
に
特
化
し
た
資
格
を

保
有
し
、
高
度
な
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
能
力
を
有
す
る
技
能
者

が
数
多
く
存
在
す
る
こ
と
か

ら
、
工
事
内
容
の
特
徴
を
踏

ま
え
た
資
格
が
評
価
・
活
用

さ
れ
る
基
準
づ
く
り
に
努
め

た
。

　

ま
た
、
レ
ベ
ル
判
定
の
運

営
事
務
局
は
、
四
月
一
日
に

国
交
省
の
指
導
に
よ
り
設
立

さ
れ
た
建
設
技
能
者
能
力
評

価
制
度
推
進
協
議
会
が
担

い
、
カ
ー
ド
申
請
で
き
る
者

は
当
面
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
に
事
業
登

録
し
た
所
属
事
業
者
に
限
定

さ
れ
、
一
人
当
た
り
の
手
数

料
は
レ
ベ
ル
判
定
費
用
三
千

円
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
カ
ー

ド
更
新
費
用
一
千
円
の
計
四

千
円
。
詳
細
は
下
記
ア
ド
レ

ス
参
照
。

レ
ベ
ル
判
定
シ
ス
テ
ム

⇩

http
s://noryoku-

h
y
o
k
a
.k
e
g
.j
p
/

level_1.0.0/portal
※
キ
ャ
リ
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

へ
の
登
録
が
ま
だ
の
方
は
、

こ
ち
ら
か
ら
登
録
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
⇩　

https://

w
w
w
.ccus.jp/

（
本
件
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
先
）

　

支
給
申
請
に
当
た
っ
て

は
、
従
業
員
一
人
当
た
り
の

平
均
賃
金
額
を
用
い
て
助
成

額
を
算
定
し
て
い
た
が
、
小

規
模
の
事
業
主
（
概
ね
従
業

員
二
十
人
以
下
）
に
つ
い
て

は
、「
実
際
に
支
払
っ
た
休

業
手
当
額
」
か
ら
簡
易
に
助

成
額
を
算
定
（
※
助
成
額
＝

「
実
際
に
支
払
っ
た
休
業
手

当
額
」
×
「
助
成
率
」）
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た

従
来
は
提
出
を
求
め
て
い
た

休
業
計
画
も
不
要
に
し
た
。

　

な
お
、
申
請
に
は
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
と
シ
ョ
ー
ト
メ
ー

ル
が
受
け
取
れ
る
携
帯
電
話

が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
ご

準
備
い
た
だ
き
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
へ
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ

さ
い
。https://kochokin.

h
e
llo
w
o
rk
.m
h
lw
.

go.jp/prw
eb/shinsei/

　給水装置工事主任技術者試験が国家資格として実施されて以来、多くの会員の皆様からの要望にお応
えして、全管連では平成12年度より「給水装置工事主任技術者試験問題集〈合格への近道〉これならわ
かる問題と解説」を発刊いたしてまいりました。
　おかげ様で大変好評をいただき、今年度も令和元年度までの出題内容を精査し、さらに本年4月に全
面的に改訂された（公財）給水工事技術振興財団発行の「給水装置工事技術指針2020」を参考文献として、
内容を充実させ6訂第1版として作成いたしましたのでご案内申し上げます。
　出題された試験問題を分析すると、「技術指針」からの出題頻度が非常に高く、給水装置工事主任技術
者試験を受験される皆さんにとって、同書を効率的に活用することが合格への近道になることから、『平
成27年度～令和元年度給水装置工事主任技術者試験問題収録版』では、直近5ヶ年の試験問題毎に技術
指針のどこから出題されているかを表記し、同書と併用して学習できるよう編集しました。併せてご活
用ください。

全管連所属の地元組合へお申し込みください。

お申し込み方法

合格への近道

これならわかる問題と解説
6訂第1版

全管連技術委員会　著
B5判 372頁　定価＝3,850円（税込）
発行　全国管工事業協同組合連合会

第 1 章　試験案内
第 2 章　公衆衛生概論
第 3 章　水道行政
第 4 章　給水装置の概要
第 5 章　給水装置の構造及び性能
第 6 章　給水装置工事法
第 7 章　給水装置施工管理法
第 8 章　給水装置計画論
第 9 章　給水装置工事事務論
第10章　関係法規等

主な内容

合格への近道

給水装置工事主任技術者
試験問題収録版

全管連技術委員会　著
B5判 212頁　定価＝3,300円（税込）
発行　全国管工事業協同組合連合会

主な内容

第 1 章　出題傾向の分析
第 2 章　令和元年度問題と解説と解答
第 3 章　平成30年度問題と解説と解答
第 4 章　平成29年度問題と解説と解答
第 5 章　平成28年度問題と解説と解答
第 6 章　平成27年度問題と解説と解答
第 7 章　平成9～26年度計算問題と解答
　　　　 （出題分野ごとに抜粋）

直近
5ヶ年分
収録!!

直近
5ヶ年分
収録!!

給水装置工事主任技術者試験の受験者に最適の書給水装置工事主任技術者試験の受験者に最適の書
～「給水装置工事技術指針 2020」に準拠～～「給水装置工事技術指針 2020」に準拠～

－指定事業者登録・更新に必要な唯一の国家資格－

受験願書受付期間 令和２年５月 25（月）～７月３日（金）消印有効

試　験　日 令和２年 10月 25 日（日）

試 験 地 区 ・北海道　・東　　北　・関　東　・中　部　
・関　西　・中国四国　・九　州　・沖　縄

▶ ▶ ▶ ▶ ▶
5月25日（月）

受 付 開 始
７月３日（金）

受 付 締 切 書類審査
10月1日（木）

受験票発送
10月25日（日）

試　験　日
11月30日（月）

合 格 発 表

令和２年度試験フロー

受験手数料

受 験 資 格

申 込 方 法

16,800 円

給水装置工事に関して３年以上の実務の経験を有する者

当財団ホームページ（https://www.kyuukou.or.jp）に掲載する「受験の案内」
をご覧のうえ、「インターネット申込書作成システム」に従って入力した受験
申請書類を送付してください。

※なお、上記による受験申請書類の入手が困難な場合は、当財団の国家試験部国家試験課までご連絡ください。

厚生労働大臣指定試験機関

公益財団法人給水工事技術振興財団
〒163-0712　東京都新宿区西新宿二丁目７番１号

小田急第一生命ビル 12階
TEL：03-6911-2711　FAX：03-6911-2716

ただし、７月３日（金）までの消印があるものに限り受け付けます。

インターネット申込書作成システム稼働期間　

https://www.kyuukou.or.jp

令和２年度

令和２年５月２５日（月）１０時～７月３日（金）１７時



２０２０年（令和２年）６月５日（金曜日） 全 管 連 ニ ュ ー ス （第三種郵便物認可） 第７４５号 （　）４

地域密着任せて安心

将来も
安心・安全な
水を使うため
なんだね

任せて
安心ね～

地元組合加盟の
指定水道工事店に
お気軽にご相談ください。

私たちの水道をいつまでも安心・安全に

詳細は裏面を
ご覧ください

　市民の皆さんからの水道工事のご依頼に安心して信頼に応える工事を行う
のが地元管工事組合加盟の「わたしのまちの水道屋さん」の第一の使命です。
　熟練された誠実な工事を行えば、給水管での漏水も少なくなります。水道局
発注の水道本管工事についても、地元管工事組合加盟各社は技術を磨き、
確実な施工に努めています。
　とくに、地震や風水害などの災害発生時にはいちはやく現場に駆けつけ、
水道局と共に応急復旧、給水活動に従事するのが地元に根差した水道屋さん、
私たち指定工事店組合員なのです。

地元管工事組合加盟
地元の強み活かして
災害復旧に貢献

水道水道水道水道水道水道水道水道水道水道水道
安心・安心・安心・安心・安心・安心・安心・安心・安心・安心・安心・安心・安心・安心・安心・安心・安心・安心・安心・安心・安心・安心・安全安全安全安全安全安全安全安全安全安全安全安全安全なな

ををををを
守っていま守っていま守っていま守っていま守っていま守っていま守っていま守っていま守っていま守っていま守っていま守っていま守っていま守っていま守っていま守っていますすすすすす！！
水道

安心・安全な
を

守っています！

R2.4

※ISO9000’S認証メーカーの自己保証
　ISO・IEC／ガイド65認証第3者機関による保証

漏水の時は地元管工事組合
加盟店にご相談ください。

・・

水まわりの工事・リフォームは、
信頼のおける地元管工事組合
加盟の指定水道工事店へ

・・

災害時に組織力を発揮し迅速な復旧に貢献しています！

漏水はムダだけでなく、水道料金にも大きく影響します。
時には蛇口を全部閉めて、水道メーターのパイロット（赤
い点）が回っていないことを確かめてみましょう。回って
いれば漏水の疑いがあります。その際は管工事組合加盟の
水道工事店にご相談ください。

機能・性能を、「地元管工事組合加盟の水道工事店」で確か
めてお選びください。

・・

※「指定水道工事店」は、全国の市町村等の各水道局が指定した給水装置工事
事業者をいい、国家資格である給水装置工事主任技術者が工事に従事して
います。

水まわりの工事・リフォームは、
信頼のおける
加盟の指定水道工事店へ

水まわりの工事・リフォームは、
信頼のおける
加盟の指定水道工事店へ

1

機能・性能を、「地元
・・

2

災害時に組織力を発揮し迅速な復旧に貢献しています！災害時に組織力を発揮し迅速な復旧に貢献しています！4

漏水の時は
加盟店にご相談ください。

漏水はムダだけでなく、水道料金にも大きく影響します。
時には蛇口を全部閉めて、水道メーターのパイロット（赤

漏水の時は
加盟店にご相談ください。

漏水はムダだけでなく、水道料金にも大きく影響します。

3

全管連に所属する管工事組合及び約1万
6千社の組合員企業は、水道事業体と連携
して、国民が日々生活する上で最も重要な
ライフラインである水道を支えています。
地元管工事組合加盟各社は地震などの
災害時には真っ先に現場に駆けつけ、
水道局とともに応急復旧や給水活動に
従事する心構えや体制ができています。
地元業者である強みを活かして早期復旧
に貢献しているのです。

　

六
月
一
日
（
月
）
か
ら
七

日
（
日
）
ま
で
の
一
週
間
に

亘
っ
て
、
第
六
十
二
回
水
道

週
間
が
開
催
さ
れ
「
飲
み
水

を　

未
来
に
つ
な
ご
う　

ぼ

く
た
ち
で
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
、
水
道
に
つ
い
て
更

に
国
民
の
理
解
を
深
め
、
水

道
事
業
の
今
後
の
発
展
に
資

す
る
た
め
、
関
係
者
が
連
携

し
て
広
報
活
動
等
の
運
動
を

重
点
的
に
実
施
す
る
。

　

水
道
週
間
は
、
厚
生
労
働

省
及
び
水
道
週
間
の
趣
旨
に

賛
同
す
る
都
道
府
県
が
主
催

し
、
協
力
団
体
と
し
て
全
管

連
は
じ
め
（
公
社
）
日
本
水

道
協
会
、（
公
財
）
給
水
工

事
技
術
振
興
財
団
等
の
十
団

体
が
参
画
し
て
い
る
。

　

全
管
連
で
は
、
平
成
八
年

か
ら
水
道
週
間
に
会
員
組
合

並
び
に
加
盟
の
指
定
給
水
装

置
工
事
事
業
者
を
積
極
的
に

Ｐ
Ｒ
し
て
き
て
お
り
、
今
年

度
も
、
本
会
賛
助
会
員
の
Ｔ

Ｏ
Ｔ
Ｏ
並
び
に
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ

の
協
賛
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ

「
地
域
密
着　

任
せ
て
安
心

　

地
元
管
工
事
組
合
加
盟　

地
元
の
強
み
活
か
し
て
災
害

復
旧
に
貢
献　

安
心
・
安
全

な
水
道
を
守
っ
て
い
ま

す
！
」
を
二
十
三
万
九
千
枚

作
成
し
、
組
合
に
配
布
し
て

い
る
。

　

チ
ラ
シ
は
、
地
元
組
合
加

盟
の
指
定
水
道
工
事
店
が
新

築
、
リ
フ
ォ
ー
ム
の
際
の
水

道
工
事
は
も
ち
ろ
ん
、
ア
フ

タ
ー
サ
ー
ビ
ス
に
も
常
時
対

応
で
き
る
体
制
を
整
え
、
水

ま
わ
り
関
連
工
事
の
専
門
家

で
あ
る
信
頼
感
・
安
心
感
を

与
え
る
内
容
で
、
会
員
専
用

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
随
時
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
及
び
組
合
や
企

業
名
等
を
ネ
ッ
ト
で
書
き
込

ん
で
印
刷
が
で
き
る
。

　

ま
た
昨
年
度
に
引
き
続

き
、Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
（
左
図
・

Ａ
１
サ
イ
ズ
）
を
作
成
し
、

都
道
府
県
支
部
経
由
で
会
員

に
送
付
し
た
。

　

組
合
や
指
定
水
道
工
事
店

の
Ｐ
Ｒ
に
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
本
チ
ラ
シ
・

ポ
ス
タ
ー
を
利
用
し
た
各
地

で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
の
事
例
を
本

ここに名入れできます。

第
62
回
水
道
週
間　

６
月
１
日
〜
７
日

地
元
組
合
加
盟
の
指
定
水
道
工
事
店

Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ

会
員
専
用
Ｈ
Ｐ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
・
名
入
れ
可
能

チ
ラ
シ
に
組
合
や
会
社
名
を
載
せ
て
活
用
を
！

会
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

機
関
誌
「
全
管
連
ジ
ャ
ー
ナ

ル
」で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

第
62
回
水
道
週
間
Ｐ
Ｒ
ポ
ス

タ
ー
を
作
成　

 

　
　
　
　
　

日
本
水
道
協
会

　

 

　
（
公
社
）
日
本
水
道
協
会

は
、
第
六
十
二
回
水
道
週
間

が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
水
道
に
つ
い
て
更
に
国

民
の
理
解
と
関
心
を
高
め
、

公
衆
衛
生
の
向
上
と
生
活
環

境
の
改
善
を
図
る
と
と
も

に
、
水
道
事
業
の
さ
ら
な
る

発
展
に
資
す
る
事
を
目
的
と

し
、
水
道
週
間
ポ
ス
タ
ー
を

作
成
し
た
（
右
図
）。

　

同
ポ
ス
タ
ー
は
、
関
係
機

関
を
は
じ
め
広
く
各
方
面
に

配
布
を
行
い
Ｐ
Ｒ
を
行
う
。

　

ま
た
、
ポ
ス
タ
ー
は
日
水

協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
ご
活
用
を
お
願

い
し
ま
す
。http://red-

bear-709d0a83fdb246

f1.znlc.jp/jw
w
a/info/

info_01_62.htm
l

　

な
お
、
本
会
で
は
、
同
協

会
作
成
の
ポ
ス
タ
ー
を
各
都

道
府
県
支
部
に
配
布
し
ま
し

た
。 

２
０
２
０
年
度
版　

積
算
実

務
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
機
械
・
電

気
・
建
築
）
の
ご
案
内

　

全
管
連
に
お
い
て
は
標
記

図
書
を
斡
旋
・
頒
布
い
た
し

ま
す
。
お
求
め
は
全
管
連
所

属
の
地
元
組
合
又
は
全
管
連

へ
お
申
込
下
さ
い
。

　

全
管
連
に
直
接
お
申
込
の

場
合
は
、
最
寄
り
の
郵
便
局

で
現
金
書
留
又
は
郵
便
振
替

（
口
座
番
号
〇
〇
一
一
〇
―

六
―
八
八
六
一
四
）
に
て
図

書
代
金
及
び
送
料
を
前
入
金

に
て
お
申
込
く
だ
さ
い
。

　

両
図
書
は
、
公
共
建
築
工

事
積
算
基
準
、標
準
仕
様
書
、

標
準
図
に
準
拠
し
、
二
〇
二

〇
年
度
公
共
工
事
設
計
労
務

単
価
と
最
新
の
材
料
単
価
で

全
国
主
要
十
地
区
の
複
合
単

価
を
作
成
し
、
積
算
業
務
や

現
場
の
施
工
業
務
に
携
わ
る

方
の
た
め
に
使
い
や
す
く
、

簡
単
に
理
解
で
き
る
内
容
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

２
０
２
０
年
度
版　

積
算
実

務
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
機
械
設
備

工
事
・
電
気
設
備
工
事
・
建

築
工
事
共
通
）

①
編
集
・
発
行　
（
株
）
全

日
出
版
社
。

②
体
裁　

Ｂ
五
判
、
七
百
二

十
頁
。

③
定
価　

七
千
七
百
円
（
税

込
）。

④
送
料　

一
冊　

五
百
八
十

円
、
二
〜
三
冊　

七
百
二
十

円
、
四
〜
六
冊　

九
百
六
十

円
、
七
〜
九
冊　

千
百
七
十

円
、
十
冊
〜
十
四
冊　

千
三

百
六
十
円
、
十
五
〜
十
九
冊

　

千
五
百
七
十
円
、
二
十
冊

以
上　

無
料
。

地域密着任せて安心

将来も
安心・安全な
水を使うため
なんだね

任せて
安心ね～ 私たちの水道をいつまでも安心・安全に

　市民の皆さんからの水道工事のご依頼に安心して信頼に応える
工事を行うのが地元管工事組合加盟の「わたしのまちの水道屋さん」
の第一の使命です。
　熟練された誠実な工事を行えば、給水管での漏水も少なくなり
ます。水道局発注の水道本管工事についても、地元管工事組合加盟
各社は技術を磨き、確実な施工に努めています。
　とくに、地震や風水害などの災害発生時にはいちはやく現場に
駆けつけ、水道局と共に応急復旧、給水活動に従事するのが地元に
根差した水道屋さん、私たち指定工事店組合員なのです。

地元管工事組合加盟
地元の強み活かして
災害復旧に貢献

水道水道水道水道水道水道水道水道
安心・安心・安心・安心・安心・安心・安心・安心・安全安全安全安全安全安全安全なな

ををををを
守っていま守っていま守っていま守っていま守っていま守っていま守っていま守っていま守っていま守っていま守っていま守っていま守っていま守っていま守っていま守っていま守っていますすすすすす！！
水道

安心・安全な
を

守っています！

全管連会員の各地元組合加盟の
指定水道工事店に

お気軽にご相談ください。
全国管工事業協同組合連合会 http://www.zenkanren.or.jp/（略称・全管連 国土交通大臣認可団体）


